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山

は
じ

め

に

鎌
倉
初
期
、
叡
山
に
勉
学
の
場
を
求
め
な
が
ら
禅
に
転
じ
て
入
宋
留

学
し
、
思
想
的
に
は
本
覚
思
想
と
も
対
決
し
決
別
し
て
、
独
自

の
思
索

的
仏
教
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
道
元

(
一
二
〇
〇
～
五
三
)
の
思
想
を
、

平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
仏
教
史
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置

 

付
け
る
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
天
台
教
学
史
上
の
問
題
、
(
1
)

禅
宗

思
想
史

上
の
問
題
、
(
2
)

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
広
い
意
味
で
の
仏
教
学
研
究

上
か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
、
(
3
)

さ
ら
に
日
本
仏
教
の
伝
統
、
特
に
こ
の
時
期

の
主
体
的
仏
教
受
容
と
し
て
注
目
さ
れ
る
遁
世
の
上
に
位
置
付
け
よ
う

 

と
す
る
説
な
ど
、
(
4
)

さ
ま
ざ
ま
た
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多

く
の
研
究
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鎌
倉
期
と
い
う
時

代
社
会

に
生
き
た
仏
教
実
践
者
と
し
て
の
道
元
、
信
仰
者
と
し
て
の
道

元
の
全
体
像
は
な
か
な
か
浮
か
び
上
が

っ
て
こ
な
い
。
遁
世
僧
と
し
て

の
位
置

付
け
に
は
か
な
り
の
説
得
性
が
あ
り
、
そ
の
地
平
に
見
え
て
く

る
道
元
像
に
は
期
待
が
も
て
る
が
、
問
題
提
起
後
の
充
分
な
フ
ォ
ロ
ー

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

言
え
る
こ
と
は
、
道
元
は
平
安
期
以
来
の
仏
教
受
容
上
の
最
大
の
課

題
で
あ

っ
た

「末
法
」
と
い
う
時
代
認
識
を
、
浄
土
教
や
阿
弥
陀
仏

へ

の
信
仰
帰
依
に
よ
り
克
服
し
た
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
釈
迦
信
仰

の
系
譜
に
沿

っ
て
行

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
元
の
釈

迦
信
仰
の
経
典
と
し
て
の
根
拠
は
勿
論

『法
華
経
』
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
は
具
体
的
に
釈
尊
と
の
ど
の
よ
う
な
共
有
世
界
を
構
築
し
得
、
ま
た

実
践
さ
れ
表
詮
さ
れ
て
い
る
か
。
以
下
、
道
元
の
入
宋

求
法

の
意

味

と
、
帰
国
後
に
お
け
る
思
想
と
行
動
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
把
握
の
仕
方
が
可
能
か
に
つ
い
て
の
試
論
を
提
起
し
て
み
た
い
。

渡

天
思

想

の
系
譜

と
道

元

の
入
宋

『三
祖
行
業
記
』
に
よ
れ
ば
、
道
元
を
し
て
叡
山
を
下

り

建
仁
寺
に

赴
か
し
め
る
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
三
井
寺

の
公
胤
の
、
「伝
え
聞
く
、

大
宋
に
仏
心
印
を
伝
う
る
正
宗
有
り
、
宜
し
く
入
宋
求
覓
す
べ
し
」
と

い
う
誨
励
指
示
で
あ
り
、
そ
の
後
に
師
事
し
た
明
全
の
入
宋

の
志
願
を
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決
行
さ
せ
る
に
至
る
大
き
な
要
因
も
、
こ
の
道
元
自
身
の
入
宋
に
対
す

る
熱
烈
な
希
求
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
(
5
)

し
か

し
、
果
た
し
て
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
禅
に
転
じ
、
仏
心
印
を
伝
え
る
正

宗
を
求
め
て
命
が
け
の
渡
航
を
決
意
す
る
充
分
な
動
…機
と
な
り
得
よ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
平
安
末
か
ら
、
商
人
や
仏
教
者
達
に
よ
る
日
宋
彼
我
の

往
来
は
、
宋
国
に
お
け
る
禅
宗
の
教
団
と
し
て
の
繁
栄
の
様
子
は
伝
え

て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
道
元
の
禅
宗

へ
の
転
宗
、
そ

し
て
入
宋
求
法
の
旅

へ
と
導
く
決
定
的
な
動
機
付
け
と
な
り
得
た
と
す

る
に
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
推
進
す
る
大
き
な
力
を
想
定
し
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
明
全
の
師
で
あ
る
栄
西

(
一
二
四

一
～

一
二
一五
)
と
道

元
が
、
直
接
対
面
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
栄
西

・

道
元
相
見
説
」
に
つ
い
て
は
、
諸
種
の
状
況
か
ら
相
見
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
の
が

一
応

の
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
元
が
栄
西
に
対

し
て
特
別
の
感
懐
を
持

っ
て
望
ん
で
い
た

こ
と

は
、
『
正
法
眼
蔵
随
聞

記
』
な
ど
の
記
事
に
端
的
に
窺
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
あ
る
意

味
で
自
未
得
度
先
度
他
の
誓
願
に
生
き
る
菩
薩
行
の
実
践
者
と
し
て
の

栄
西
像

に
終
始
し
て
い
る
感
が
あ
り
、
葉
上
流
派
祖
と
し
て
の
密
教
者

と
し
て
の
側
面
、
あ
る
い
は
東
大
寺
の
復
興
に
尽
く
す
国
家
仏
教
の
奉

仕
者
と

し
て
の
側
面
、
さ
ら
に
は
自
ら
大
師
号
を
朝
廷
に
要
請
し
た
と

さ
れ
る
よ
う
な
栄
西
像

(『愚
管
抄
』
『
明
月
記
』)
は
、
完
全
に
捨
象
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
栄
西
の
実
像
を
知
ら
な
い
が
故
の
描
き
方

で
は
な
く
、
熟
知
し
て
い
る
が
故
に
、
充
分

に
意
を
用
い
取
捨
選
択
さ

れ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
像
と
虚
像
と

い
う
捉
え
方
も
あ
る
が
、
実
は
道
元
が
捉
え

た
栄

西
も
、
『
愚
管
抄
』

な
ど
が
伝
え
る
世
に
不
評
な
側
面
も
、
い
ず

れ
も
栄
西
の

二、側
面
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
栄
西
が
第
二
回
目
の
入
宋
で
抱

い

て
い

た
素

懐
、
す
な
わ
ち

『
興
禅
護
国
論
』
で
、

ま
た
次
に
、
伝
教
大
師
の
仏
法
相
承
譜
を
見
て
、
我
が
山
に
稟
承
有
り
し

こ
と
を
知
る
。
畜
念
罷
ま
ず
。
二
十
年
を
経
て
、
方
今
予
西
天
の
八
塔
を
礼

せ
ん
と
懐
ふ
。
日
本
文
治
三
年
丁
未
の
歳

(
一

八
七
)
春
三
月
、
郷
を
辞

し
、
諸
宗
の
血
脈
、
な
ら
び
に
西
域
の
方
誌
を
帯
し
て
、
宋
朝
に
至
る
。
初

め
行
在
臨
安
府
に
到
っ
て
安
撫
侍
郎
に
謁
し
、
西
乾
経
遊
の
情
を
覆
す
。
す

な
は
ち
下
状
に
云
く
、

半
影
を
繊
嶇
た
る
桟
道
に
曳
き
、
全
身
を
中
平
た
る
金
場
に
終
へ
ん
、
と

云
々
。

然
れ
ど
も
敢
へ
て
執
照
を
与
へ
ず
、
只
だ
案
照
を
与
へ
て
酒
ち
留
む
。
独
り

想
ひ
を
竺
天
に
労
す
ら
く
、
時
い
ま
だ
有
ら
ざ
る
や
、
得
、

一
に
投
ぜ
ざ
る

や
と
。
と
き
に
炎
宋
淳
煕
十
四
年
丁
未
な
り
。

(岩
波

『日
本
思
想
体
系

一
六
、
中
世
禅
家
の
思
想
』
五
四
頁
)

と
い
う
よ
う
な
、
「仏
法
相
承
譜
」
の
源
流
を
訪
ね
て
の
渡
天

の
望

み

に
つ
い
て
、
栄
西
の
多
彩
な
側
面
を
熟
知
し
て
い
た

で
あ

ろ

う
道

元

が
、
自
ら
の
入
宋
に
当
た

っ
て
思
い
至
ら
な

か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
当
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時

、

釈

尊

を

追

慕

し

て
仏

教

発

祥

の
地

イ

ソ
ド

に
渡

り
、

西

天

の

八
塔

や
諸

処

の
霊

場

を

巡

礼

し

よ

う

と

す

る
志

を
起

こ

し

た

の

は
栄

西

に
限

ら

な

い
。

『
却

癈

忘

記

』

(
文
暦
二
年

〈
二
二

一三
五
〉
長
円
筆
録
)

に

よ

れ

ば

、

『
四

座

講

式

』

を

著

し

て
釈

尊

を

偲

ん

だ

明

恵

(
一

七
三
～

二
二

三
二
)

は
、

又

ワ

レ
ハ
天
竺

ナ
ド

ニ
生

マ
シ
カ
バ
、
何
事

モ
セ
ザ

ラ

マ
シ
、
只
五
竺
処
々

ノ
御
遺
跡
巡
礼

シ
テ
、
心

ハ
ユ
カ
シ
テ

ハ
、
如
来

ヲ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
心
地
シ

テ
、
学
問

・
行

モ
ヨ
モ
セ
ジ

ト
オ
ボ

ユ
、

(岩
波

『
日
本
思
想
体
系

二
五
、
鎌
倉
旧
仏
教
』

二
二

二
頁
)

と

伝

え

ら

れ

る

が

、

『
春

日
大

明
神

御

託

宣

記

』

(喜
海

〈
一

七
八
～

二

二
五
〇
〉
撰
)

で
も

、

去

ヌ
ル
建

仁
年
中
ノ
比
、
上
人

(
明
恵
)
恒

二
語

テ
日
ク
、
年
来

ノ
本
意

ヲ
カ

ヘ
リ

ミ
レ

ハ
、
幼
少

ノ
昔

ヨ
リ

一
ノ
大
願

ア
リ
、
滅
後

二
千
余
年
、
辺

地
末

法
ノ
世

二
生

レ
テ
、
如

来
在
世

ノ
衆
会

ニ
モ
漏

レ
、
又
三
乗
向
果

ノ
道

モ
証

人

ソ
ノ
期

ナ
シ
、
然

ト
イ

ヘ
ト

モ
、
如
来
懇

二
無

上
正
法

ヲ
モ
テ
、
滅

後

ノ
形
見

ナ
リ
ト
契

リ
給

テ
、
汝
等

勤
精
進
、
如
我
在
無

異

ト

ノ

タ

マ

ヘ

リ
、
然

ハ
我
等

カ
タ
メ

ニ
ト

N
メ
給

ヘ
ル
聖
教
也
、

コ
レ
ヲ
習

ヒ
、
此

ヲ
学

ン
テ
如
来

ノ
本
意

ヲ
シ
リ
、
滅
後

ノ
恨

ヲ
ヤ
ス
ム

ヘ
シ
、

モ
シ
聖
教
修
学
ノ

ッ
ト
メ

ニ
、
其
煩

ア
リ
、
瑜
伽
観
念

ノ
行
障

リ
ア
ラ
ン
時

ハ
、
西
天
処

々
ノ

遺

跡
、

コ
レ
滅
後

ノ
所
帰

ナ
リ
、
上
古
求
法
ノ
三
蔵
、

コ
レ
カ
タ

メ

ニ
生
ヲ

軽

ク

セ
リ
、

コ
レ
ス
ナ

ハ
チ
、
足
歩

ノ
尋

ヌ
ル
ト

コ
ロ
ナ
リ
、
何

ソ
必

シ
モ

生

ヲ
全

ク
セ

ム
、

シ
カ

レ

ハ
印

土
遥

二
隔

ル
ト
イ

フ
ト

モ
、
行

カ

バ
必

ス
イ
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タ
ラ
ム
、

ソ
ノ
路
嶮

阻
ナ
リ
ト

モ
、
死

ヲ

モ
テ
期

ト
セ

ハ
、

サ
ラ

ニ
ソ
ノ
恐

ア
ル

ヘ
カ

ラ
ス
、
必
ず

西
天

二
向

テ
歩

ヲ

ハ
コ
ヒ
、
遺
跡

ヲ
タ

ツ
ネ
テ
忘

ヲ

ハ
ケ
ム

ヘ
シ
ト
云

フ
大
願

ヲ
起

セ
リ
キ
、
云

々
、
(日
仏
全
八
四
ー
三
五
八
頁
)

と

、

栄

西

に
も

増

し

て
強

い
渡

天

の
意

志

を

有

し

て

い

た
。

こ

の

こ
と

は
無

住

道

暁

(
一

二
二
六
～
一
三
一

二
)
も

『
沙

石

集

』

巻

一
ノ
五

「
神

明

慈

悲

卜
智

恵
有

人

を
貴

給

事

」

で
、

そ

の
後

の
明

恵

の
渡

天

断

念

の

経

は

を
伝

え

て

い

る
が

、

史

実

性

は

別

と

し

て
、

一
群

の
仏

教

者

の
中

で
、

渡

天

の
話

題

が

情

熱

を

も

っ
て
語

り

続

け

ら

れ

て

い

た
様

子

を

物

語

っ
て

い
る
。

天

童

山

に
行

く

の
が

道

元

一
行

の
目

的

で

あ

っ
た

と

す

る

説

も

あ

る
。
(
6
)

し
か
し
、
栄
西
の
最
も
よ
き
意
味
で
の
理
解
者
で
あ

っ
た
道
元
に

と

っ
て
、
入
宋
に
よ

っ
て
実
感
で
き
る
最
大
の
懐
い
は
、
栄
西

へ
の
回

帰
で
あ
り
、
栄
西
が
め
ざ
し
た
釈
尊
の
故
郷
天
竺

へ
の
回
帰
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
如
浄
と
の
相
見
を
前
提
し
な
い
次
元
で
の
入
宋
の
動
機
と

入
宋
後
の
軌
跡
は
、
ま
る
で
栄
西
の
足
跡
を
辿
る
巡
礼
で
も
あ
る
か
の

よ
う
に
江
浙

の
諸
山
諸
寺
を
経
巡
っ
て
い
る
。
道
元
が
、
天
竺
ま
で
行

く
準
備
を
整
え
て
い
た
な
ど
と
は
考
え
な
く

て
も
よ
い
。
そ
れ
は
栄
西

の
素
懐
で
あ

っ
た
渡
天
と
い
う
大
目
的
に
、
限
り
な
く
近
づ
く

二
歩
で

あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
如
浄
と
の
相
見
以
後
は
、
道

元
自
身
の
著
述
は
勿
論
、
伝
記
類
も
す
べ
て
、
そ
れ
ま
で
の

二
切
の
行

(
7
)

動
が
如
浄
と
の
出
会
い
に
収
斂
さ
せ
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
釈
尊
に
繋
が
る
事
物

へ
の
関
心
は
依
然
と
し
て
残
り
続
け

る
こ
と
は
、
強

い
関
心
を
持

っ
て
惟

二
西
堂
や
宗
月
長
老
等
か
ら
の
、

法
眼
下
や
雲
門
下
の
嗣
書

の
領
覧
を
受
け
て
い
る
こ
と
や

(『正
法
眼
蔵
』

「嗣
書
」
の
巻
)
、
過
去
七
仏
か
ら
唐
土
慧
能
ま
で
の

「四
十
祖
」
を
意
識

し
、
仏
祖
を
礼
拝
頂
戴
す
る
た
め
に
西
天
唐
土
の
諸
師
の
名
を
連
ね
る

意
味
は

(『眼
蔵
』
「嗣
書
」
「仏
祖
」)
、
理
念
的
に
は
イ
ン
ド
に
連
な
る
確

信
の
上
に
成
り
立
り
。
臨
済
や
大
慧
に
は
釈
尊
か
ら
何
代
目
に
当
た
る

と
い
う
表
記
は
無
い
が
、
道
元
が
高
く
評
価
す
る
祖
師
に
は
そ
れ
が
明

記
さ
れ
、
「正
伝
」
と
い
う
こ
と
が
強
調

さ
れ
る
。

一
方
、
イ
ソ
ド

へ

の
志
向

に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
、
イ
ン
ド
に
渡
る
必
要
を
認
め
な
か

っ

た
ど
こ
ろ
に
、
道
元
の
釈
尊
観
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
あ
る
と

さ
れ
る
が
、
(
8
)

生
涯
に
渉

っ
て
日
本

を

「
辺
地
」
「小
国
辺
土
」
と
認
識

す
る
意

識
裏
に
は
、
(
9
)

天
竺

へ
の
憧
憬
は
残
り
続
け
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

こ
の
自
覚
は
、
末
法
と
い
う
時
代
認
識
と
そ
の
超
克
と
い
う
問

題
に
も

つ
な
が
る
。

『
釈
迦
牟

尼

如
来

五
百
大
願

』

の
成

立

道
元

の
釈
迦
信
仰
の
内
実
を
窺
う
際
の
重
要
な
手
が
か
り
に
、
平
安

期
に

『
悲
華
経
』
に
沿
い
つ
つ
偽
作
さ
れ
た

『
釈
迦
如
来
五
百
大
願
』

の
問
題
が
あ
る
。
こ
の

『
釈
迦
如
来
五
百
大
願
』
は
さ
ら
に
、
清
涼
寺

式
釈
迦
如
来
像
と
セ
ッ
ト
で
普
及
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
1
0
)

道
元

と
清
涼
式
釈
迦
像
の
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
し
得
な
い
が
、

『
正
法
眼
蔵
』
「出
家
功
徳
」
に
見
ら
れ
る
、

こ
の
偽
作
の

『釈
迦
牟
尼

仏

(如
来
)
五
百
大
願
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
触
れ
た

こ

と
も

あ

り
早

急

に
改

め

る
部

分

は

今

の
と

こ
ろ

な

い
。
(
1
1
)

該

当

部

分

と

は
次

の
如

く

で
あ

る
。

釈
迦
牟
尼

仏
五
百
大
願

の
な

か

の
第

二
百
三
十
七
願
、

我
未
来
、

成
正
覚

已
、
或
有

諸
人
於
我
法
中
欲
出
家
者
、
願
無
障
礙
、
所
謂
巌

劣

・
失
念
、
狂

乱

・
橋
慢
、
無
有

畏
懼
、

痴
無
智
恵
、

多
諸
結
使
、

其
心
散
乱
、

若
不
爾

者
、
不
成

正
覚
。
第

一
百
三
十
八
願
、
我
未
来
、
成
正
覚
已
、
若
有
女
人
、

欲
於
我
法

出
家
学
道
、
受

大
戒
者
、
願
令
成
就
。
若
不
爾
者
、
不
成
正
覚
。

第

三
百
十

四
願
、
我
未
来
、
成
正
覚
已
、
若
有
衆
生
、
少
於
善
根
、
於
善
根

中
、
心
生
愛
楽
、
我

当
令
其

於
未
来
世
、
在
仏
法
中
、
出
家
学
道
。
安
止
令

住
梵
浄
十
戒
。
若

不
爾
者
不
成
正
覚
。

し
る
べ
し
、

い
ま
出
家
す
る
善
男
子
善
女
人
、
皆
世
尊

の
往
昔

の
大
願
力

に
た
す
け
ら
れ
て
、
さ
は
り
な
く
出
家
受
戒
す

る
こ
と
を
え
た
り
。
如
来
す

で
に
誓
願
し
て
出
家
せ
し
め
ま
し
ま
す
。
あ
き

ら
か
に
し
り
ぬ
、
最
尊
最
上

の
大
功
徳
な
り
と

い
ふ
こ
と
を
。(新
版

岩
波

文
庫
本
四
、
七
六
～
七
八
頁
)

し
か

し
、

そ

の
後

こ

の
問

題

に
関

連

す

る

論

考

が

相

次

ぎ

、

筆

者

も

指

摘

し

た

『
悲

華

経

』

本

文

か
ら

の
引

用

と

す

る

説

へ
の
疑

問

は
、

当

然
是
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
(
1
2
)

さ
ら
に
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
愛

知
県
七
寺
所
蔵

二
切
経
の
中
に
、
平
安
末
書
写
に
か
か
る

『釈
迦
牟
尼

如
来
五
百
本
願
法
門
経
』
(巻
下
)
と
い
う
端
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
報
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告
さ
れ
、
(
1
3
)

こ
れ
は
明
ら
か
に
高
山
寺
本

『
釈
迦
如
来
五
百
大
願
』

の
異

本
で
あ

り
、
こ
の
偽
作
の
経
典
に
も
異
本
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

に
至

っ
た

(末
木
文
美
士
氏
の
御
教
示
に
よ
る
)。
し
か
も
、
『悲
華
経
』
か

ら
の
引
用
と
さ
れ
な
が
ら
、
現
行
の

『悲
華
経
』
と
は
合
致
し
な
い
部

分
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
(
1
4
)

『釈
迦
如
来
五

百
大

願
』
は

も
と
よ
り
、
『悲
華
経
』
そ
の
も
の
に
も

異
本
が
通
用
し
て
い
た
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
『
釈
迦
如
来
五
百
大
願
』
及
び

『
悲
華
経
』
を
根

拠
と

す
る
釈

迦
信
仰
の
内
容
も
、
改
め
て
問
題
と
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

こ
こ
で
道
元
と

『釈
迦
如
来
五
百
大
願
』、
も

し
く

は

『
悲
華
経
』

と
の
関
係
で
、

二
点
だ
け
指
摘

し

て
置

く

な
ら
、
『眼
蔵
』
「袈
裟
功

徳
」
に
お
け
る

『
悲
華
経
』
(経
題
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
)
の
引
用
で
、

そ
れ
は
ま
ず
、
次
の
様
な
部
分
で
あ
る
。

世
尊
告
大
衆
言
、
我
往
昔
、
在
宝
蔵
仏
所
時
、
為
大
悲
菩
薩
。
爾
時
大
悲
菩

薩
摩
詞
薩
、
在
宝
蔵
仏
前
、
而
発
願
言
、
世
尊
、
我
成
仏
已
、
若
有
衆
生
入

我
法
中
出
家
著
袈
裟
者
、
或
犯
重
戒
、
或
行
邪
見
、
若
於
三
宝
軽
殿
不
信
、

集
諸
重
罪
、
比
兵

・
比
丘
尼

・優
婆
塞

・
優
婆
夷
、
若
於

一
念
中
、
生
恭
敬

心
、
尊
重
僧
伽
梨
衣
、
生
恭
敬
心
、
尊
重
世
尊
或
於
法
僧
、
云
々
。

(新
版
岩
波
文
庫
本
四
、

一
三
七
～
八
頁
)

傍
線

部
分
は
、
現
行

『悲
華
経
』
本
文
や
高
山
寺
本

・
七
寺
本
に
も

.見
当
た
ら
な
い
。
次
の
、

若
有
衆
生
、
共
相
違
反
、
起
怨
賊
想
、
展
転
闘
諍
、
(中
略
)
念
此
袈
裟
、

依
袈
裟
力
、
尋
生
悲
心
、
柔
軻
之
心
、
無
怨
賊
心
、
寂
滅
之
心
、
調
伏
善

釈
迦
信
仰
と
道
元
禅

(石

川
)

心
、
還
得
清
浄
。

(
二
四
〇
頁
)

に
つ
い
て
も
、
諸
本
に
傍
線
部
分
の

「還
得
清
浄
」
の
四
字
は
無
い
。

さ
ら
に
、

善
男
子
、
爾
時
大
悲
菩
薩
詞
薩
、
聞
仏
讃
歎
巳
、
心
生
歓
喜
、
踊
躍
無
量
、

因
仏
申
此
金
色
之
壁
、
長
作
合
縷
。
云
々
。

(
二
四
二
頁
)

の
部
分

に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
本
に
は
該
当
部
分
は
無
く
、
『
悲
華
経
』

は

「聞
仏
称
讃
已
」
あ
る
い
は

「因
仏
伸
此
金
色
之
腎
、
長
指
合
縷
」

と
す
る
の
に
対
し
、
七
寺

本

は

「讃
歎
」
「
因
仏
申
此
金
色
之
壁
、
長

指
合
縷
」
と
し
て
お
り
、
道
元
所
引
の
部
分
は
、
比
較
的
七
寺
本
に
近

い
こ
と
が
判
明
す
る
。

本
稿
で
は
、
道
元

の
入
宋
留
学
と
渡
天
思
想
と
の
心
象
的
連
関
、
及

び

『
釈
迦
如
来
五
百
大
願
』

の
偽
作
と
そ
の
普
及
に
関
す
る
若
干
の
事

実
の
指
摘
に
止
め
る
。
他
に
、
釈
迦
信
仰
の

二
形
態
で
あ
る
舎
利
信
仰

や
、
末
法
観
を
め
ぐ
る
道
元
の
対
応
等
の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
論
じ
た
い
。

1

硲
慈
弘

「鎌
倉
時
代
に
於
け
る
心
常
相
滅
論
に
関
す
る
研
究
」
(『大
正

大
学
学
報
』
三
十
四
、

二
九
四
二
年
)、
鏡
島
元
隆

「本
証
妙
修
の
思
想

的
背
景
」
(『宗
学
研
究
』
七
号
、

二
九
六
五
年
)
、
山
内
舜
雄

『道
元
禅

と
天
台
本
覚
法
門
』
(大
蔵
出
版
、

二
九
八
五
年
)

2

石
井
修
道

『道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
(大
蔵
出
版
、

二
九
九

二
年
)

3

山
口
瑞
鳳

「チ
ベ
ッ
ト
学
と
仏
教
」
(『駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
十

五
号
、

二
九
八
八
年
)、
袴
谷
憲
昭

『
本
覚
思
想
批
判
』
(大
蔵
出
版
、

一

九
八
九
年
)、
松
本
史
朗

『禅
思
想
の
批
判
的
研
究
』
(大
蔵
出
版
、

二
九
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釈
迦
信
仰

と
道
元
禅

(石

川
)

九
四
年
)

4

船
岡
誠

『
禅
宗

の
成
立
』

(吉
川
弘
文
館
、

二
九

八
七
年
)

5

大
久
保
道
舟

『
道
元
禅
師
伝

の
研
究
』
(岩
波
書
店
、

二
九

五
三
年
)

6

古
田
紹

欽

「
道
元

の
遍
歴
」
(
『
正
法
眼
蔵

の
研
究
』
創
文
社
刊
、

一
九

七
二
年
)

7

石
井

修
道

「
最
後

の
道
元
-
十

二
巻
本

『
正
法
眼
蔵
』
と

『
宝
慶
記
』

1
」
(
『十

二
巻
本

『
正
法
眼
蔵
』

の
諸

問
題
』
大
蔵
出
版
刊
、

二
九
九

二

年
)

8

伊
藤
秀
憲

「
道
元

禅

師

の

釈

尊

観
」

(『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
十

号
、

二
九
八

五
年
)

9

『
正
法
眼
蔵

』
の
伝
衣

・
嗣
書

・
行
持

・
陀
羅
尼

・
礼
拝
得
髄

・
洗
面

・

出
家
功
徳

・
袈
裟
功
徳

・
四
禅
比
丘
等

の
諸
巻

に
見
ら
れ

る
。

10

成

田
貞
寛

「釈
迦
如
来

五
百

大

願

経

の
成

立
」

(『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』

一
三
巻

二
号
、

二
九

六
五
年
)
貞
慶
関
与

の
峰
定
寺
釈
迦
如
来
像

の

正
治
元
年

(
二
二
九
九
)

六
月
十

日
付

の
胎
内
文
書
中
、
牟
尼
阿
弥
陀
仏

の
願
文

の
記
載

に
よ
り
、

こ
の
時
期

に
五
百
条

の
大

願

経

と

し

て

成
立

し
、
広
く
普
及

し
て
い
た
。

11

石
川
力
山

「
道
元
禅
と
浄
土
教
思
想
-
臨
終
正
念

と

『
悲
華
経
』

の
引

用
を
め
ぐ

っ
て
―
」

(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
〇
巻
二
号
、

二
九
九
二

年
)

12

野
村
卓
美

「
『
悲
華
経
』
と

中

世

文
学
1

『
悲
華

経
』
と

『
釈
迦
如
来

五
百
大
願
』

を
め
ぐ

っ
て
―
」

(『
国
語
と
国
文
学
』
七
〇
巻
八
号
、

二
九

九
三
年
)
・
野
村

卓
美

「
『
悲
華
経
』
と
中
世
文
学

・
再
考
1

『
釈
迦
如

来

五
百
大
願
』

の
成
立
と
享
受
を
中
心
に
」
(
『北

九
州
大
学
国
語
国
文
学
』

八
号
、

二
九

九
五
年

)

13

落
合
俊
典

「
七
寺

二
切
経
と
古

逸
経
典

(貞
元
録

不
入
蔵
目
録

・
東
寺

二
切
目
録

・
七
寺

二
切
経
現
存
目
録
三
本

対

照

表
)
」

(
『
七
寺
古

逸
経
典

研
究
叢
書
第

二
巻
、

中

国
撰
述
経

典

(其

之

二
)
』
所
収

、

大
東
出
版

社

刊
、

二
九
九

四
年
)

14

三
崎
良
周

「
神
仏
習
合
思
想
と
悲
華
経
」

(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
九

巻

二
号
、

二
九
六

二
年
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

道
元
禅
、
渡
天
思
想
、
五
百
大
願
、
清
涼
寺
式
釈
迦
如
来

(駒
澤
大
学
教
授
)

新
刊
紹
介

中
村
元
選
集

[決
定
版
]
第
二
一

巻

大
乗

仏

教

の
思

想

B
6
版

・
九
六
〇
頁

・
定
価
九
、
七
八
五
円

春
秋
社

・
平
成
七
年

二
二
月

中
村
元
選
集

[決
定
版
]
第
二
六
巻

ミ
ー

マ
ー

ン

サ
ー
と
文
法

学

の
思

想

B
6
版

・
六
三
四
頁

・
定
価
七
、
四

二
六
円

・
春
秋
社

・
平
成
七
年
九
月
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